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K－Ar年代測定結果一4

一地質調査所未公表資料一

柴田　賢＊内海　茂＊

SHIBATA　Ken　and　UcHluMI　Shigeru（1992）K－Ar　age　results－4TNew　data　from　the

　　Geological　Sun7ey　of　Japan一．Bz61乙G召o乙Sz67z入ノ4ρ召銘，voL43（6），P．359－367，1fig．

Aわstract＝K－Ar　dates　for26samples　determined　at　the　geochronological　laboratory　of

the　Geological　Survey　of　Japan　are　reported．Each　date　is　associated　with　analytical　data，

collector，rock　namβ，10cality，geoIogical　setting，interpretation　and　reference．

要　　旨

地質調査所において，実施したK－Ar年代測定の結果

の中で，未公表の26個の試料について報告した．各試料

につき，測定データ，試料提供者，岩石名，産地，地質，

結果の意義，文献を記載した．

1．はじめに

地質調査所において測定された琴一Ar年代の結果の

うち，未公表であったものをまとめて，昭和54年，59年，

平成2年にそれぞれ「K－Ar年代測定結果一1」（柴田ほ

か，1979）∫「K－Ar年代測定結果一2」（柴田ほか，1984），

「K－Ar年代測定結果一3」（内海ほか，1990）として報

告した．その後，また未公表デ㌣タがかなりの数になっ

たので，ここにまとめて報告し，関係者の利用に供した

い．

　各々の測定結果について

　1．KANo．（年代測定研究室のSerial　No．），年代お

よび誤差，測定対象試料

　2．・測定データ：K20含有量（％），放射起源40Ar

（40Arrad，10－6m1STP／g），大気アルゴン混入率（Atm．

40Ar，％）

　3．試料提供者

　4・岩石名（試料番号）および簡単な記載

　5．産地（緯度，経度）

　6．周囲の地質状況

　7．測定結果について．の意義

　8．文　　献

を記載した．上記のうち，4－8については原則として試料

提供者から提供していただいた資料をそのまま記載し

た．

　測定結果は試料採取位置に従って，原則として日本列

島に沿って東北から南西に向かう順序で報告した．そし

て外国の試料の結果をそのあとに加えた．第1図に試料

採取位置をKANo．で示した．

　測定結果の引用にあたっては，KANo．を記入していた

だき』また「結果の意義」の部分の引用の場合は，解釈

者の名前も併せて明記していただきたい．試料および関

係資料を提供していただき，また測定結果の解釈をして

いただいた下記の諸氏（略敬称），試料採取位置図作成に

ご協力いただいた地質情報センター村田泰章技官に厚く

御礼申し上げる次第である．

原山　智・岩野秀樹・加納　博・衣笠善博・久保和也・

町田稔・中島隆・野沢保・小沢一仁・寒川旭・

佐藤興平・白波瀬輝夫・高木秀雄・山田直利．

＊地殻化学部

2．測定方法

K－Ar年代の測定法は以下の通りである．

岩石を粉砕し適当な粒度（例えば，40－60メッシュ）に

そろえた後，アイソダイナミック・セパレーターと重液

を用いて目的とする鉱物を分離した．全岩試料の場合は

10－16，40－60等にメッシュにそろえたものを使用した．

　試料中のアルゴンの抽出・精製はパイレックスガラス

製の高真空装置内で行い，試料を約1，300。Cで20分間加

Keywords：K－Ar　age，biotite，homblende，K－feldspar，

fault　gauge，Hayachine　Tectonic　Belt，Gassan，Abukuma

Granitic　Rocks，Tsukuba，Funatsu　Granitic　Rocks，Nohi

Rhyolites，Oamamiyam旨a　Group，Sennan　Rhyolites，

Yaeyama　Metamqfphic　Rocks，Omoto　Granite，Tanzanian

Shield，Alpine　Fault
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第1図　測定試料の採取位置

　　　数字は試料のKANo．

Fig．1　Localities　of　dated　samples．

　　　Number　is　KANo、

熱し，チタンスポンジでガスを精製した．アルゴン同位

体比の測定はMicromass6型質量分析計にて静作動方

式で行った．

　カリウムの定量は原子吸光分析法あるいは炎光光度法

によった．

　K－Ar年代の計算に用いた定数は，λβ＝4．962×

10－10／y，λe＝0．581×10－10／y，40K／K＝0．01167atom。％

である　（Steiger　andJager，1977）．

　　　　　　　3．K－Ar年代測定結果

KANo．1651441±18Ma（角閃石）

KANo．1728953±133Ma（単斜輝石）

　KANo，1651：K20＝0．130％，40Ar　rad＝＝2．10×10一6

　m1／g，Atm．40Ar＝51，5％

　KANo，1728：K20＝0．00751％，40Ar　rad＝0．304×

　10－6m1／g，Atm．40Ar＝85．5％

試料提供者：加納　博

岩石＝単斜輝石角閃石岩（881020－01）

産地：岩手県盛岡市長野峠北林道（39。34．7’N，

　141q20．5〆E）

地質：早池峰構造帯超塩基性岩中のゼノブロックと考え

　られるが，蛇紋岩との前後関係を明らかにするような

　野外の産状はみいだされていない．

結果の意義（解釈，加納　博・柴田　賢）：全く同一の岩

　石（大上和良氏採取）の全岩K－Ar年代では626Maと

　いう結果がでている（加納，1987a）．角閃石の年代は

一360一



K－Ar年代測定結果一4（柴田・内海）

小沢ほか（1988）による早池峰構造帯斑れい岩の角閃

石（453Ma）にほぼ等しい．一方単斜輝石の年代は953

Maで明らかに過剰アルゴンの存在を示している．加

納（1987a）の全岩による626Maという古い年代は，

単斜輝石の過剰アルゴン（40Kの壊変で生じた40Ar以

外のアルゴン）によるものであろう．

文献：加納ほか（1987a，b），大上・大石（1983），小沢

　ほか（1988）．

KANo．1675　1180±70Ma（単斜輝石）

　K20＝0，0187，0．0189％，40Ar　radニLO1×10－6m1／g，

　Atm．40Ar二65．4％

試料提供者：小沢一仁

岩石：単斜輝石角閃石はんれい岩（85103007B）

産地：岩手県盛岡市長野峠北林道（39。34．71N，141D20．5／

　E）

地質：早池峰構造帯のはんれい岩（小沢ほか，1988）．

結果の意義（解釈，柴田　賢）：この岩石について，小沢

　ほか（1988）により453Maという角閃石年代が報告さ

　れている．本測定の結果，同一岩石の単斜輝石では

　1，180Maとなり，この単斜輝石は明らかに過剰アル

　ゴンを含んでいる．453Maを正常値とした場合の単

　斜輝石の過剰アルゴン量は，7×10－7ml／gである．

文献：小沢ほか（1988）．

KANo．184631．5±1．OMa（カリ長石）

　K20＝9．06％，40Ar　rad＝9．27×10－6ml／g，Atm．

　40Ar＝27．4％

試料提供者：久保和也

岩石：黒雲母花嵩岩（60100410）

　黒雲母は全て，緑泥石と不透明鉱物に交代されている．

　一部グラフィック組織が認められる．斜長石はセリサ

　イト化，方解石化が目立つ．新鮮な部分もある．カリ

　長石はほぼ新鮮である．

産地：山形県西村山郡西川町砂子関南方0．5km
　（38。26．9／N，140。1．9’E）

地質：中新世中期の火砕岩類に不整合で覆われている岩

　体（月山岩体：仮名）の南端近くの岩相．貫入時期は

　白亜紀後期とも新生代とも考えられていたが，決め手

　はなかった．

結果の意義（解釈，久保和也）：月山岩体は帯磁率が高い，

　半深成岩的岩相に富む，等の点で，周囲の白亜紀花嵩

　岩とは特徴を異にし，おそらく第三系と推定し，測定

　を行った．岩体は全般に変質が認められ，他鉱物によ

　るチェックができないが，カリ長石は新鮮であり，測

定結果は第三系であるという上記の推定を支持するも

　のである．今後，周囲の火山岩類との成因的関係等の

検討が重要となる．東北のグリンタフ基盤地域にこの

種の深成岩体が伏在する可能性は大きい．

文献：大沢ほか（1987）．

KANo．181185．1±2．6Ma（黒雲母）

KANo．179778．0±2．4腋我（カリ長石）

　KANo．1811：K20＝8．71％，40Ar　rad＝24。5×10－6

　ml／g，Atm．40Ar＝8．0％

　KANo．1797：K20＝12．20％，40Ar　rad＝31．4×10－6

　m1／g，Atm。40Ar＝7．5％

試料提供者：柴田　賢・佐藤興平

岩石：角閃石黒雲母花南岩（KD－058）

産地：福島県東白川郡鮫川村湯岐（36。53．5〆N，140。38．4

　E）

地質：阿武隈花嵩岩類中の塙岩体（丸山，1970）．

結果の意義（解釈，柴田　賢）：阿武隈花商岩類の黒雲母

　1；よる一般的K－Ar年代90－100Maより若干若い．

文献：丸山（1970）．

KANo．183464．0±2．1蝦a（角閃石）

KANo．1830　61．9±1．9Ma（カリ長石）

　KANo．1834：K20＝0．951％，40Ar　rad＝2．00×10一6

　m1／g，Atm．40Ar＝33．4％

　KANo．1830：K20＝13．37％，40Ar　rad＝27．2×10－6

　m1／g，Atm．40Ar＝8．2％

試料提供者：柴田．賢・佐藤興平

岩石：角閃石黒雲母花嵩岩（TKB－1）

産地：茨城県真壁郡大和村羽田山（36。19．81N，140。6．2〆

　E）

地質：筑波地方北部（岩瀬一稲田）に分布する粗粒花嵩岩

　体（高橋，1982）の一部．

結果の意義（解釈，柴田　賢・佐藤興平）：筑波山周辺で

　これまでに報告されている黒雲母年代と同じである．

文献：円城寺・鞠子（1984），高橋（1982）．

KANo．184076．8±3．2Ma（角閃石）

　K20＝0．715％，40Ar　rad＝1，81×10－6m1／g，Atm．

　40Ar二51．8％

試料提供者：柴田　賢・佐藤興平

岩石：・細粒黒雲母角閃石石英閃緑岩（TKB－2）

産地：茨城県真壁郡真壁町北坪（36。15。7N，140。5．8／E）

地質：山尾細粒花嵩岩体（高橋，1982）中の塩基性包有

　物．
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結果の意義（解釈，柴田　賢・佐藤興平）：筑波山周辺の

　花嵩岩の黒雲母年代は約60Maあるが，塩基性岩の角

　閃石の年代はそれよりもかなり古いことが明らかと

　なった．

文献：円城寺・鞠子（1984），高橋（1982）．

KANo．159861．0±1．9腋a（断層ガウジ細粒部分＜2

　μm）

　K20＝6．67％，40Ar　rad＝13．4×10－6m1／g，Atm．

　40Ar＝12．0％

試料提供者：高木秀雄

岩石：断層ガウジ（88042502）

　細粒部分の色は灰色，構成鉱物：雲母粘土鉱物，緑泥

　石，イライト結晶度指数（IC）：0．33，底面問隔（d）：

　9．99A，2M型の割合：44％

産地：静岡県磐田郡佐久間町福沢（福沢川南岸）

　（35。5〆23”N，137051’57”E，）

地質：赤石裂線より約8m東の秩父帯チャート岩体中

　の破砕帯として存在．推定時代はジュラ紀以後，おそ

　らく第三紀．

結果の意義（解釈，高木秀雄）：田中ほか（1992）は，ほ

　ぼ同じ露頭で，秩父帯由来のガウジのK－Ar年代とし

　て5L9－26．8Ma，三波川結晶片岩由来のガウジの年

　代として23．7Maという値を得ており，赤石裂線の中

　心に近づくにつれ，年代が若くなる結果を得た．従っ

　て，本結果6LOMaは，イライト結晶度指数が．0。33・で

　あることからも，雲母粘土鉱物の自生の時代というよ

　りは，むしろ母岩の砕屑物の混入の可能性が高い．従っ

　て，本年代を赤石裂線の熱水を伴う最終的な年代とみ

　なすことは難しい．

文献：田中ほか（1992）．

KANo．1831148±4M＆（カリ長石）

　K20＝12．87％，40Ar　rad＝64．1×10－6m1／g，Atm．

　40Ar＝3．2％

試料提供者：柴田　賢

岩石：斑状黒雲母花嵩岩（HD53003）

産地：岐阜県吉城郡神岡町坂巻（36。19．0’N，137。18．71E）

地質：船津花嵐岩類船津型

　Shibata6！砿（1970）のHD67053003，柴田・野沢

　（1984）の3003と同一試料．

結果の意義（解釈，柴田　賢）：この試料を含む船津型11

　個によるRb－Sr全岩年代は188．9±4．4Maであり

　（柴田・野沢，1984），このカリ長石の年代はそれより

　かなり若い．

文献：Shibata¢磁（1970），柴田，野沢（1984）。

KANo．1844　136±4Ma（カリ長石〉

　K20＝14．15％，40Ar　rad：＝64．7×10－6ml／g，Atm．

　40Ar＝3．1％

試料提供者：町田　稔・佐藤興平

岩石：石英閃緑岩（HD1）

産地：岐阜県吉城郡上宝村金木戸川（36。19．3〆N，

　137。26．0／E）

地質：船津花南岩類下之本型．

　Shibata6！認（1970）の試料HD67053103とほぼ同

　じ場所で採取したもの．

結果の意義（解釈，柴田　賢）：下之本型のRb－Sr全岩年

　代は197．9±15．4Ma（柴田・野沢，1984）であり，こ

　のカリ長石の年代はそれよりかなり若い．

文献：Shibata6！磁（1970），柴田・野沢（1984）．

KANo．1845164±5Ma（カリ長石）

　K20＝13．92％，40Ar　rad＝77．0×10－6m1／g，Atfn．

　40Ar＝2．6％

試料提供者：町田　稔・佐藤興平

岩石：花商閃緑岩（HD2）

産地：岐阜県吉城群上宝村金木戸川（36。21．0〆N，

　137。27．01E）

地質：船津花嵩岩類下之本型

結果の意義（解釈，柴田　賢）：下之本型のRb－Sr全岩年

　代197．9±15．4Ma（柴田・野沢，1984）より若干若い．

文献：柴田・野沢（1984）

KANo．139661．6±2．OMa（サニディン）

　K20＝9．95％，40Ar　rad＝20．1×10－6m1／g，Atm．

　40Ar＝31．4％

試料提供者：山田直利

岩石：流紋デイサイト溶結凝灰岩の本質レンズ
　（76092503，GSJ　R40077）

　斜長石・石英・サニデイン・斜方輝石・単斜輝石・普

　通角閃石・黒雲母などの斑晶を含む．黒雲母の一部は

　再結晶鉱物である．石基は再結晶している．

産地：岐阜県益田郡小坂町濁河山南西（35。57〆2”N，

　139。23145”E）

地質：白亜紀後期の濃飛流紋岩類のステージIIに当たる

　東俣一船山溶結凝灰岩層から，その本質レンズ中のサニ

　ディンを取り出して測定した．この溶結凝灰岩層は，

　濃飛流紋岩類中最大の規模をもつ火砕流堆積物で，水

　平的には80km以上，垂直的にも約1kmの厚さを
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　もっている．本岩類中には大小の規模の花嵩閃緑斑岩

や花嵩斑岩が貫入しており，また本岩類の地下には本

岩類を貫く底盤状花南岩体が伏在するものと推定され

　ている．

結果の意義（解釈，山田直利）：東俣一船山溶結凝灰岩層

　については，69．6±3。O　MaのF．丁年代があるのみで，

鉱物K－Ar年代は今回の値が最初の測定値である．濃

　飛流紋岩類は，64－67Maの黒雲母K－Ar年代をもつ

　苗木一上松花嵩岩によって貫入・熱変成作用を受けてお

　り，67Maより古い年代値が期待されたが，62Maと

　いう花嵩岩よりも若い年代が示された．62Maという

　年代は，濃飛流紋岩類の噴出時期ではなく，その中に

　貫入した花闘岩類の生成時期，それもかなり低温にま

　で冷却した時代を示すものであろう．測定試料が微弱

　ながら，再結晶黒雲母が生じるような熱変成作用を受

　けている事実も，この推論と調和的である．ただし測

　定したサニディンは清澄・新鮮で，微斜長石構造やパー

　サイト構造は全く認められていない．

文献：山田・小林（1988）．

KANo．169766．3±2．OM：a（サニディン）

　K20＝10．08％，40Ar　rad二23．1×10－6ml／g，Atm．

　40Ar＝7．7％

試料提供者：原山　智

岩石：鉄エデン閃石質ホルンブレンド・鉄普通輝石含有

　黒雲母・鉄紫蘇輝石流紋岩溶結凝灰岩（780516－1）

　黒色緻密で新鮮・堅硬な溶結凝灰岩．強溶結組織を

　示すガラス基質中に結晶片（約30％）として，石英・

　サニディン・斜長石および上記有色鉱物を数％含む．

　測定対象としたサニディンは径2－4mmの清澄で新

　鮮な結晶であり，鏡下では一相でパーサイト組織を示

　さない．僅かに累帯構造を示し（Or69－73），光軸角（2

　Vx＝26．7－35．3。）と粉末X線回折による結果は典型

　的な低温型サニディンであることを示す（笠原・原山，

　1981）．

産地：岐阜県吉城郡国府町宮地　宮谷川，標高800m

　（36。13．5〆N，137。16．87E）

地質：大雨見山層群の下部を占める宮川谷累層最上部の

　殿村溶結凝灰岩層（笠原，1979）．しかし直上の明ヶ谷

　溶結凝灰岩層（層厚300m＋）との問に不連続を示す境

　界が見いだされないため，本層は明ヶ谷溶結凝灰岩層

　の最下部ヴィトロファイアー帯である可能性が高い．

　下位の宮地礫岩層（宮川谷累層）の炭質頁岩中から白

　亜紀最後期（Maastrichtian）を示す花粉・胞子化石が

　多数検出されている（笠原・下野，1974）．

結果の意義（解釈，原山　智）：本岩には脱ガラス化して

　いない新鮮なガラス基質が残存することから，火砕流

　堆積物の急冷相であるといえる．したがってサニディ

　ンの示す年代は噴出年代そのものを示していると判断

　できる．下位層に含まれる化石の年代との整合性もき

　わめて良く，本年代値を噴出年代として扱うことが合

　理的であることを示している．

文献＝笠原（1979），笠原・原山（1981），笠原・下野（1974）．

KANo．171365．4±2．OMa（サニディン）

　K20＝11．71％，40Ar　rad二25．2×10一6m1／g，Atm．

　40Ar＝6，4％

試料提供者：原山　智

岩石：鉄エデン閃石質ホルンブレンド・黒雲母含有鉄普

　通輝石・鉄紫蘇輝石流紋岩溶結凝灰岩（75－8A－6）

　暗灰色緻密で新鮮・堅硬な溶結凝灰岩．強溶結組織を

　示す基質中に結晶片（約50％）として，’斜長石・アル

　カリ長石・石英のほか上記有色鉱物を数％含む．測定

　対象としたアルカリ長石は青色の閃光を放つ月長石で

　あり，径2－5mmの清澄で新鮮な結晶である．鏡下で

　は一相でパーサイト組織は認められず，僅かに累帯構

　造を示す．粉末X線回折による結果は低温型サニディ

　ンと正長石の中間型であることを示す（原山，未公表

　資料）．

産地：岐阜県吉城郡河合村楡谷，標高800m（36。12．51N，

　137。1．1〆E）

地質：濃飛流紋岩の彦谷溶結凝灰岩層（濃飛流紋岩団体

　研究グループ，1979）．巨大な火山性構造盆中の大規模

　火砕流堆積物である．本層について白波瀬（1984）は

　全岩Rb－Srアイソクロン年代65．8±9．IMaを報告

　している．また本層が不整合に覆う下位の二本木層か

　らは植物化石（C％η％初g肋吻伽伽吻6郷商Matuo）

　の産出が報告されており（河田ほか，1976），ヘトナイ

　世の可能性が高いとされている．上位のソーツイ谷溶

　結凝灰岩層からはジルコンのFT年代67．0±1．5Ma

　が報告されている（原山・鈴木，1984）．

結果の意義（解釈，原山　智）：年代値と地質状況のいず

　れもが白亜紀最末期を指示している．ただし現状では

　低温型サニディンー正長石の中間型アルカリ長石の閉

　鎖温度についての資料を欠いているため，果してこの

　年代値が噴出年代を示すのか，あるいは火山性構造盆

　内での冷却温度を示すのか二つの可能性がある．

文献：原山・鈴木（1984），河田ほか（1976），濃飛流紋

　岩団体研究グループ（1979）．
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KANo．161554．2±1．8M＆（ガウジ細粒部分＜2μm）

K20＝2．80％，40Ar　rad＝4．96×10－6m1／g，Atm．

　40Ar＝27．9％

試料提供者：高木秀雄

岩石：断層ガウジ（AM1）

細粒部分の色は灰色，構成鉱物：緑泥石，混合層鉱物；

　石英（少量）

産地：岐阜県吉城郡河合村天王西1km，金山川右岸
　（36。16158”N，137。0／56”E）

地質：飛騨片麻岩に属する花商岩質片麻岩内部を貫く跡

　津川断層の断層ガウジの中で，特に粘性のある巾20

　cmの黒色ガウジ．

結果の意義（解釈，高木秀雄）：この結果は母岩（飛騨片

　麻岩）よりかなり若く，断層活動に伴って雲母粘土鉱

　物が形成した熱水変質の年代を示すと考えられる．

　従って，跡津川断層の形成が少なくとも古第三紀前期

　まで遡ることを意味している点で重要である．同様の

　年代は，跡津川断層東北部，真川の露頭でも知られて

　おり（金折ほか，1990；53．9Ma），また，阿寺断層に

　も知られている（柴田ほか，1989）点，興味深い．

文献：金折ほか（1990），柴田ほか（1989）．

KANo．1803178±5M＆（カリ長石）

　K20＝12．71％，40Ar　rad＝76．6×10－6m1／g，Atm．

　40Ar＝3．4％

試料提供者：中島正志・岩野秀樹

岩石：黒雲母花嵩岩（MU1）

産地：福井県武生市村国山（35。53．7N，136。10．81E）

地質：村国山花闘岩は船津花嵩岩類に属すると考えられ

　ている．

結果の意義（解釈，柴田　賢）：この年代は船津花嵩岩類

　の黒雲母の年代にほぼ等しい．中島ほか（1988）は本

　花闘岩のジルコンについて，154．8±7．OMaという

　フィッション・トラック年代を報告している．

文献：中島ほか（1988）．

KANo．128861．9±2．1M＆（断層ガウジ細粒部分＜2

μm）

　K20＝2．37％，40Ar　rad＝4．81×10－6ml／g，Atm．

　40Ar＝23．8％

試料提供者：中島　隆・寒川　旭・白波瀬輝夫

岩石：断層ガウジ（Tm2C）

　細粒部分の色は淡黄色，構成鉱物：緑泥石，モンモリ

　ロナイト，雲母粘土鉱物；石英（少量），長石（少量）

産地：奈良県御所市高天（34。25．1’N，135。42．5。E）

地質：金剛断層がトーナル岩を切っている露頭，数mの

　破砕帯をもち，その中に断層粘土も含まれる．

結果の意義（解釈，柴田　賢・中島　隆）：花嵩岩由来の

　ガウジで緑泥石，モンモリロナイトが多いが，K－Ar年

　代値は雲母粘土鉱物の年代を表すものと考えられる．

　金剛断層は活断層であるが，ガウジは若い年代を示さ

　ない．61．9Maという年代は，金剛断層の主要活動時

　期が古第三紀初頭までさかのぼることを暗示する．

文献：なし．

：KANo。130652．2±1．6瓢a（断層ガウジ細粒部分く2

　μm）

　K20＝5．74％，40Ar　rad＝9．80×10－6m1／g，Atm．

　40Ar＝17．0％

試料提供者：中島　隆・寒川　旭・白波瀬輝夫

岩石＝断層ガウジ（Ng　l　B）

　細粒部分の色は淡黄色，構成鉱物：雲母粘土鉱物，モ

　ンモリロナイト，カオリナイト；石英（少量）

産地：奈良県五条市北山町（34。22．7〆N，135。40．5〆E）

地質：金剛断層から約20mの地点の酸性凝灰岩に含ま

　れる白色粘土．

結果の意義（解釈，柴田　賢・中島　隆）：KANo．1288と

　同様に，金剛断層の活動時期が古第三紀にまでさかの

　ぼることを示す．

文献：寒川（1977）．

KANo．126642．2±2．OMa（断層ガウジ細粒部分＜2

　μm）

　K20＝2．38％，40Ar　rad＝3．28×10－6ml／g，Atm．

　40Ar＝59．3％

試料提供者：中島　隆・寒川　旭

岩石：断層ガウジ（Kg　lA）

　細粒部分の色は黄灰色，構成鉱物：カオリナイト，雲

　母粘土鉱物；石英（少量）

産地：和歌山県伊都郡高野口町田原（34。19．6〆N，

　135。34．21E）

地質：第四系菖蒲谷層に三波川結晶片岩が衝上している

　活断層．三波川結晶片岩は第三紀（？）のフェルサイ

　ト岩脈に貫かれて断片化している．断層粘土は2種あ

　り，三波川結晶片岩由来の黒色のものと菖蒲谷層由来

　のコゲ茶色のものがある．Kg　l　Aは茶色の方であり，

　地質学的には1Ma以下の年代が予想されていた．

結果の意義（解釈，柴田　賢・中島　隆）

　田原における中央構造線は活断層であるが，ガウジは

　若い年代を示さない．この年代は吉野地域の中央構造
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線のガウジの年代36．7Ma（柴田ほか，1988）に近く，

　中央構造線の主要な活動時期を示すものと解釈され

　る．

文献：岡田（1986），寒川（1977），柴田ほか（1988）．

KANo．137090．4±2．8M＆（サニディン）

　K20＝11．04％，40Ar　rad＝33．0×10一6ml／g，Atm．

　40Ar＝8．5％

試料提供者：山田直利

岩石：流紋デイサイト溶結凝灰岩（KW－58）

　石英，斜長石，サニディン，変質した苦鉄質鉱物（角

　閃石，輝石など）の結晶片に富む．

産地：大阪府泉南市信達丘中，金熊寺川河床（34。20’49”

　N，135。16〆51”E）

地質：白亜紀後期の泉南流紋岩類の最上部に当たる

　W10ユニツトから採取．泉南流紋岩類を不整合に覆

　う和泉層群基底部から水平距離で100m以内，また，

　泉南流紋岩類を貫きこれに熱変成作用を与えている近

　木川花商岩から約3kmの地点にある．

結果の意義（解釈，山田直利）：近畿地方における和泉層

　群の基底の年代は，マーストリヒチアン期の始め，約

　72Maにあり，今回の測定結果はこれと矛盾しない．

　本岩類のフィッション・トラック年代（ジルコン）は，

　KW－58：77．4±2．1Ma，KW－59：75．3±2．5Maと

　報告されているが，これらの年代は和泉層群基底の年

　代と大差がなく，本岩類生成後，和泉層群堆積までの

　著しい火成・造構事変を説明する上で問題があった．

　今回の測定値は，ほぼコニアシアン期に相当し，泉南

　流紋岩類の活動時期を示すものとしてはより妥当なも

　のとして考えられる．

文献：市原ほか（1986），山田ほか（1987）．

KANo．1453　88．0±2．8Ma（サニディン）

　K20＝11．88％，40Ar　radニ34．6×10－6ml／g，Atm．

　40Ar二5．4％

試料提供者：山田直利

岩石：流紋岩溶結凝灰岩（KW－59）

　鉱物組合せはKW－58（KANo，1370）と同じ，やや珪長

　質．

産地：大阪府泉南市信達六尾，金熊寺川河床（34。2α40”

　N，135。17117”E）

地質：白亜紀後期の泉南流紋岩類の最上部に当たる

W9ユニットから採取．

結果の意義：（解釈，山田直利）：KANo．1370を参照．

文献：市原ほか（1980），山田ほか（1987）．

KANo．307　194±6Ma（白雲母）

　K20＝5。93％，40Ar　rad＝39．2×10－6m1／g，Atm．

　40Ar；26。9％

試料提供者：柴田　賢・野沢　保

岩石：泥質片岩（74070105B）

産地：沖縄県石垣市久宇良（24。33．2〆N，124。17．4E）

地質：八重山変成岩類トムル層に属する高圧変成岩で，

　西村ほか（1983）のIV帯に属する．

結果の意義（解釈，柴田　賢）：この年代はこれまでに報

　告された年代の範囲内（160－200Ma）にあり，三郡変

　成岩の年代に対比される．

文献：西村ほか（1983）．

KANo．309159±5Ma（白雲母）

　K20＝6．14，6．21％，40Ar　rad＝33．3×10－6ml／g，

　Atm．40Ar＝24．0％

試料提供者：柴田　賢・野沢　保

岩石：泥質片岩（74070107）

産地：沖縄県石垣市富野（24。26．8’N，124。12．2’E）

地質：八重山変成岩類トムル層に属する高圧型変成岩

　で，西村ほか（1983）のII帯に属する．

結果の意義（解釈，柴田　賢）：KANo．307を参照．

文献：西村ほか（1983）．

KANo．308　29．6±1．3Ma（黒雲母）

　K20＝4，56％，40Ar　rad＝4．37×10－6m1／g，Atm．

　40Ar二55．9％

試料提供者：柴田　賢・野沢　保

岩石：黒雲母花南岩（74070108）

産地：沖縄県石垣市荒川（24。26．5〆N，124。10．71E）

地質：石垣島北西部において八重山変成岩類上部層の富
　　　　　　お　も　と　崎層に貫入する於茂登花闘岩．大西ほか（1986）はジ

　ルコンについて28．7－29．9Maのフィッション・ト

　ラック年代を報告している．

結果の意義（解釈，柴田　賢）：この年代はフィッショ

　ン・トラック年代と一致し，於茂登花闘岩が漸新世に

　形成されたことが確認された．

文献：大西ほか（1986）．

KANo．304180±6㎜a（白雲母）

　K20＝7．64％，40Ar　rad＝46．7×10－6ml／g，Atm．

　40Ar＝27．9％

試料提供者：柴田　賢・野沢　保

岩石：泥質片岩（74062806）

産地：沖縄県八重山郡竹富村西表，ヨナラ川（24。20．8／N，
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　123。55．2’E）

地質：KANo．309を参照．

結果の意義（解釈，柴田　賢）＝KANo．307を参照

文献：西村ほか（1983）．

KANo．3052800±90Ma（黒雲母）

KANo．3132330±70Ma（角閃石）

　KANo，305：K20＝8．65％，40Ar　rad＝1880×10『6m1／

g，Atm．40Arニ1．0％

　KANo．313：K20＝0．867％，40Ar　rad＝133×10一6ml／

　g，Atm．40Arニ11．0％

試料提供者：柴田　賢

岩石：角閃石黒雲母花闘閃緑岩（S83002B）

産地：ケニア，BroderickFalls滝東南東約4km
　（0。35．1’N，34。50。0’E）

地質：ケニア西部，Broderick　Falls地域は，タンザニア

　盾状地に属し，主に始生代Basement系，Nyanzian

　系，Kavirondian系と，これらに貫入する花闘岩類か

　らなる（Gibson，1954）．本試料はこの花闘岩類に属す

　る粗粒片麻状花嵩閃緑岩である．Snelling（1963）はこ

　の場所から約1km北の花嵩岩の黒雲母について，

　3，120±80MaというK－Ar年代を報告している．

結果の意義（解釈，柴田　賢）：黒雲母と角閃石の年代は

　著しく異なり，黒雲母に過剰アルゴンが含まれている

　可能性が大きい．従って，花南岩類の貫入の時期は角

　閃石の年代に近いものと判断される。この場所の南西

　約1kmには，Basement系とKavirondian系とを画

　するNandi断層がNW－SEの方向に走っており，こ

　の断層の存在が黒雲母の過剰アルゴンと関係があるも

　のと考えられる．Snelling（1963）の3，120Maという

　古い年代も過剰アルゴンによるものであろう．

文献：Gibson（1954），Snelling（1963）．

KANo．13686．85±0．40Ma（断層ガウジ細粒部分＜2

μm）

　K20＝5．14％，40Ar　rad＝1．14×10－6ml／g，Atm．

　40Ar＝67．4％

試料提供者：衣笠善博

岩石：断層ガウジ（GC3）

　細粒部分の色は灰白色，構成鉱物＝緑泥石，雲母粘土

　鉱物；石英（少量），イライト結晶度指数（IC）：0．32，

　底面問隔（d）：9．98（A），2M型の割合：59％

産地：ニュージーランド南島Waitangi南南東約4

　km，Gamt　Creek（43。18．3〆S，170。19，5〆E）

地質：結晶片岩由来のカタクラサイト中の断層ガウジ，

　アルパイン断層から約20mの場所で採取．この地区

　のアルパイン断層は礫層とアルパイン片岩との境をな

　す衝上断層であり，平均でN60E，38。SEの傾きを示

　す。

結果の意義（解釈，柴田　賢）：アルパイン断層の主要な

　活動時期は，マイロナイトやシュードタキライトのK

　－Ar年代から，5－10Maと推定されている（Adams，

　1981）．断層ガウジの年代もこの範囲内にあり，上記の

　結果と調和的である．

文献：Adams（1981），New　Zealand　Geological　Survey

　（1967）．
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